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一
月
三
十
日
に
、万
が
一

の
災
害
に
備
え
、平
常
時
か

ら
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く

り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

を
目
的
に
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。
日
本
赤
十
字
社

福
島
県
支
部
の
指
導
の
下
、

地
震
の
時
に
寒
さ
か
ら
身

を
守
る
た
め
の
方
法
に
つ

い
て
講
話
を
聞
き
、ま
た
炊

き
出
し
訓
練
で
は
、通
常
の

調
理
が
出
来
な
い
中
で
も

調
理
が
で
き
る
ハ
イ
ゼ
ッ
ク

ス（
炊
飯
袋
）を
使
っ
た
お
か

ず
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は「
防
災
・
減

災
の
大
切
さ
を
感
じ
た
」

「
や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら

な
い
よ
ね
」「
自
分
の
団
体
で

も
実
践
し
て
み
た
い
」等
、

今
後
の
活
動
に
繋
が
り
そ

う
な
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

講
座
の
内
容
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

も
発
信
し
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

福
祉
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

〜
災
害
時
の
備
え
と
炊
き
出
し
訓
練
開
催
〜

これで大
丈夫？空

気
が
上
手
く

　
　抜
け
な
い
よ
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町
内
会
の
中
で
災
害

時
等
に
隣
に
住
ん
で
い

る
人
が
分
か
ら
ず
何
か

の
時
に
は
心
配
、
近
隣

で
の
声
か
け
や
高
齢
者

の
見
守
り
が
必
要
な
ど

の
意
見
が
あ
り
、
地
域

で
の
見
守
り
体
制
が
共

通
の
課
題
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
ま

地
域
で
活
動
し
て
い
る
地
域
住
民
、
地
域
団
体
、

関
係
機
関
等
の
方
々
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
で
今
や
っ

て
い
る
こ
と
や
無
理
な
く
で
き
る
こ
と
、
地
域
に
あ

る
課
題
等
を
共
有
し
な
が
ら
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
く
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
続

け
る
た
め
「
こ
ん
な
地
域
に
し
た
い
！
」
と
い
う
話

し
合
い
の
場
づ
く
り
を
市
内
９
地
区
で
進
め
て
い
ま

す
。
地
区
ご
と
の
話
し
合
い
の
様
子
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

話
し
合
い
の
場（
協
議
体
）と
は
？

　  
し
合
い
の
場
の

　
　
　    

活
動
状
況

話た
、
今
後
も
地
域
の
話
し
合
い
を
す
る
機
会
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

二
本
松
地
区

岳
下
地
区
特
有
の
問

題
（
面
積
の
広
い
、
人

口
が
多
い
、
学
区
割
等

の
複
雑
さ
）
が
改
め
て

提
起
さ
れ
ま
し
た
。
地

区
の
話
し
合
い
を
す
る

に
は
岳
下
地
区
は
広
す

ぎ
る
と
の
意
見
や
、
懇

談
を
通
じ
て
他
の
行
政

区
の
取
り
組
み
や
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
開
催
状
況

が
分
か
っ
て
良
か
っ
た
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

感
染
症
の
影
響
で
地
域

行
事
が
再
開
出
来
な
い
、

移
動
手
段
な
い
等
の
課
題

を
把
握
し
ま
し
た
。ま
た
、

地
域
を
見
守
る
区
長
と
民

生
委
員
が
顔
を
合
わ
せ
る

機
会
が
な
く
、
必
要
な
情

報
を
共
有
す
る
場
が
必
要

と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
地
域
の
関
係
者
が
つ
な
が
る
機
会
を
設
け
、
見

守
り
体
制
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岳
下
地
区

塩
沢
地
区

　
高
齢
化
で
地
域
行
事

へ
参
加
で
き
な
い
行
政

区
が
増
え
て
い
る
、
地

区
行
事
を
支
え
て
い
た

婦
人
会
に
若
年
層
が
入

ら
な
い
事
で
活
動
が
出

来
な
い
等
の
課
題
が
あ

る
事
が
分
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
近
所
同
士

や
地
元
企
業
の
除
雪
支
援
等
、
自
然
な
助
け
合
い

が
あ
る
こ
と
が
懇
談
の
中
で
把
握
出
来
ま
し
た
。

石
井
地
区

　
杉
田
地
区
に
あ
る
活

動
（
卓
球
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
、
散
歩
等
）

の
中
で
、
お
互
い
を
見

守
っ
て
い
る
等
自
然
な

地
域
の
見
守
り
活
動
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
地
区
の

運
動
会
の
か
わ
り
に
な

る
行
事
や
、
地
域
住
民
が
交
流
す
る
場
が
必
要
と

の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

杉
田
地
区

　
話
し
合
い
の
場
に「
な

ん
で
も
か
た
ら
ん
し
ょ
」

と
い
う
名
称
を
付
け
て
話

し
合
い
を
継
続
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
３
回
開
催

し
、
地
区
ご
と
の
特
徴
や

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
そ
の

中
で
優
先
順
位
を
付
け

な
が
ら
、
出
席
し
て
い
る
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

ど
ん
な
こ
と
が
出
来
そ
う
か
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

安
達
地
区

若
い
世
代
と
の
交
流

不
足
や
隣
近
所
の
方
を

頼
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ

る
人
が
い
る
こ
と
を
把

握
し
ま
し
た
。
地
区
の

役
員
交
代
時
に
話
し
合

わ
れ
た
内
容
が
途
切
れ

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、

地
域
に
必
要
な
支
援
を
探
る
話
し
合
い
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

大
平
地
区

と
う
わ
福
祉
会
事
業

と
の
共
催
に
よ
り
、「〝
気

に
か
け
合
う
〞地
域
づ

く
り
」に
つ
い
て
の
研

修
会
と
懇
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
地
域
に
お

け
る「
お
た
が
い
さ
ま
」

や
「
気
に
か
け
合
う
」こ

と
の
大
切
さ
を
学
び
、

ど
ん
な
支
援
が
必
要
で
取
り
組
め
そ
う
な
活
動
は
何

か
に
つ
い
て
今
後
も
話
し
合
い
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

東
和
地
区

岩
代
地
区
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
支
え
合

い
・
見
守
り
の
活
動
や

地
域
課
題
に
つ
い
て
情

報
を
共
有
し
な
が
ら
、

地
域
に
必
要
な
支
援
に

つ
い
て
の
話
し
合
い
を

今
年
度
３
回
開
催
し
ま

し
た
。
出
さ
れ
た
意
見

か
ら
優
先
順
位
を
決
め
、
今
後
は
「
見
守
り
」
を

テ
ー
マ
に
話
し
合
い
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

岩
代
地
区

　
今
後
も
、「
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
も
ち
な
が
ら
、困
っ
た
と
き
に
支
え
合
い
な
が
ら
暮
ら
せ
る
地
域
」

を
目
指
し
て
話
し
合
い
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
２
月
29
日
に
４
年
ぶ
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流

会
を
開
催
し
、
登
録
団
体
と
個
人
ボ
ラ
の
皆
さ
ん

43
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
に
、
ま
ち
づ
く
り

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
遠
藤
智
栄
先
生
を
お
迎
え
し
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
く
た
め
に
」
の

講
話
が
あ
り
、
そ
の
後
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
自

分
達
が
行
っ
て
い
る
活
動
の
紹
介
や
、
活
動
し
て

い
て
の
悩
み
な
ど
を
共
有
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
知
ら
れ

て
良
か
っ
た
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
生
き
が
い

を
感
じ
て
い
る
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ボラ
ンティア交流会を開催ボラ
ンティア交流会を開催

　   　3 2　   　
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動
の
紹
介
や
、
活
動
し
て

い
て
の
悩
み
な
ど
を
共
有
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
知
ら
れ

て
良
か
っ
た
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
生
き
が
い

を
感
じ
て
い
る
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ボラ
ンティア交流会を開催ボラ
ンティア交流会を開催
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　地域密着型の施設となって
おり、グループホーム２ユニッ
ト、小規模多機能型居宅介護
があります。また、地域交流
室があります。

　グループホームは主治医からの認知症の診断
が必要となります。要支援２の方から入居可能
となります。
　小規模多機能型居宅介護は、介護認定を受け
た方のみご利用可能です。

　ご利用者様・ご入居者様に合わせ
たレクリエーションを行っています。
　又、行事（お誕生日会、敬老会、ク
リスマス会など）を楽しんで頂ける
ようスタッフも楽しんで取り組んで
います。

　グループホームは入居という形になります。
スタッフと入居者様が一緒に家事をしたり家
庭的でアットホームな環境となっております。
　小規模多機能型居宅介護は登録が29名。
その中で通い、泊り、訪問を組み合わせ
たサービスを提供させて頂きます。

お問い合わせ先　二本松市油井字下中ノ内84
　　TEL：0243－24－8333　担当：管理者　秋葉

★どのような施設ですか？

★施設の特色について

★どのような利用方法？

★利用している方は？

地域交流室は地域の皆様に
ご利用いただけるスペースになっています。
電車の待ち時間やご家族様との待ち合わせ、
勉強スペースやサークル活動などなど

ご自由にご利用ください

あいの里　霞
グループホーム　小規模多機能型居宅介護

市内の福祉施設のご紹介
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福祉サービス事業「ご利用者様等アンケート調査」結果報告

ケアプランセンターケアプランセンター  配布：228
回収：175

本会では介護サービス等のサービス向上を目的にご家
族、ご利用者様を対象に右記の期間に「アンケート調
査」を実施しました。本誌では設問内容による事業所別
の集計やご意見についてご報告させていただきます。

○訪問時、サービス計画や
毎月の予定等を分かりや
すく説明していますか？

○本人、ご家族様の意
向はケアプランに反
映されていますか？

ヘルパーステーションヘルパーステーション

分かりやすい 173 はい 174

・こちらの要望・悩みなどについて適切なアドバイ
スをいただいて、自宅介護を続けることができて
います。

・行政システムや福祉の方向性のシステムの説明
を希望します。
→情報提供できるように努めます。

入浴ステーション入浴ステーション
○声かけなど雰囲気は

どうですか？
○利用者様の状態を確認

し、状態に合わせた入
浴ができていますか？

・在宅介護のため、入浴車が来て頂けて、湯に全
身つかれるということはなんと有難いことか。
しっかり局所を覆ってくださり、高齢者のプライ
ドも大切にしつつ、明るく親切丁寧な対応を有難
うございます。

ご意見

ご意見

○現在のサービス内
容と時間に満足さ
れていますか？

○ヘルパーの態度（言
葉遣い、身だしなみ
など）適切ですか？

いいえ 0いいえ 2いいえ 1

・もう少し時間を長くしてほしいです。
→制度上、対応が困難な場合もあるため、丁寧に
説明していきたいと思います。

・話し相手もしていただいてありがとうございま
す。

 デイサービスセンター（３ヶ所） デイサービスセンター（３ヶ所）

○職員の態度等（あいさつ・
言葉遣い・身だしなみ等）
は良いですか？

○デイサービスを利用し
て良かったと感じる事
はありますか？（本人）

どちらとも
いえない 2

いいえ 0

・デイサービスを利用するようになって元気にな
りました。

・用紙記入等がある時は連絡帳に一言添えてあ
ると助かります。
→今後はそのように対応いたします。

～ご協力ありがとうございました～
今回実施したアンケートの詳細な結
果については、各事業所にお問い合
わせください。この度お寄せいただ
いたご意見をもとに、より質の高い
サービスの提供、更なる職員の資質
向上に努めてまいります。

ご意見

ご意見

生きがいデイサービス（2ヶ所）生きがいデイサービス（2ヶ所）

○職員の態度等（あいさつ・
言葉遣い・身だしなみ等）
は良いですか？

○デイサービスを利用
して良かったと感じ
る事はありますか？

・生きがいデイサービスを利用させていただいて
から孤独を感じなくなりました。

・生きがいデイサービスに通っていると、いろいろ
教えていただけるのでためになります。

ご意見

配布･回収期間

配布数 622 回収数 528 回収率 84.9％

令和５年10月1日～12月31日

無回答 5どちらとも
いえない 5 いいえ 1

  配布：113
回収：103

  配布：31
回収：22

  配布：80
回収：78

   配布：170
回収：150

どちらとも
いえない 0

いいえ 0 いいえ 0どちらとも
いえない 1

分かり
にくい 0

無回答 2

はい 103はい 101

良い 22 良い 22
( 満足している ) はい 148 はい 139

はい 77はい 78

改善して
ほしい 0

改善して
ほしい 0
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　二本松市生活相談センターでは、生活や就労などの悩みを抱えた方に寄り添いながら
自立に向けた生活が出来るよう、相談支援員が相談に応じ、支援へと繋げていきます。
「何をどうしたらよいかわからない…」と立ち止まっている方がいらっしゃいましたら
お気軽にご相談ください。

　本人またはご家族からの相談を受け、どのような支
援が必要かあなたと一緒に考え、支援プランを作成し
寄り添いながら自立に向けた支援を行います。

　離職者等であって就労能力・意欲がある方のうち、
住居を失うまたは失う恐れの高い方に、就職に向けた
活動を要件に一定期間家賃相当額（上限あり）の支
給を行います。 ※一定の資産収入に関する要件があります。

　“社会との関わりに不安がある” “働いた経験がない”
など、直ちに就労が困難な方に一般就労のための基
礎能力を養いながら就労に向けた支援を行います。

　家計の状況を「見える化」し、自ら家計を管理出来る
ように、家計再生プランの作成や相談支援、債務相談
の専門機関へのつなぎ等を行い、早期の生活再生を支
援します。

◆生活困窮者自立支援事業（自立相談支援機関）◆

二本松市生活相談センター

自立相談支援 住居確保給付金

就労準備支援 家計改善支援 （R5.4.1～）New!

～生活や仕事などの不安や悩みをご相談ください～

一人で悩まず、まずは、どんなお悩みを抱えているのか、電話でご連絡ください一人で悩まず、まずは、どんなお悩みを抱えているのか、電話でご連絡ください

＊この事業は、二本松市より委託を受けて二本松市社会福祉協議会が運営しています。

面談をご希望の方は、
事前にお電話でご予約
いただくと、スムーズに
お話をお伺いできます。

二本松市生活相談センター
　　　　　　　（受付時間：平日 8:30 ～ 17:00）
☎ 0243－23－8262 　 FAX 0243－23－9046

相談無料
秘密厳守
相談無料
秘密厳守

お金のこと

生活のこと

お仕事のこと

ご家族のこと

なかなか仕事が
見つからない…

毎月の家計の
やり繰りが大変…

家族が引きこもっていて
将来が心配…

収入が不安定で食べ物もなく
生活が苦しい…

多くのお客様に
大変喜ばれてい
ます！創業45年
の吉田 設 備が
安心サポート。
窓リフォームで快
適な住まいへ！

　　　冷暖房
効 率 悪 す ぎ
ですよね^ ；̂

冬の暖房時の熱が
窓 か ら 出 る 割 合

夏の冷房時（昼）に
熱が窓から入る割合

Ⓡ

築25年以上の住宅に
お住いの方へ 窓リフォームを超ビッグな補助金でお得に！ 環境省  先進的窓リノベ2024事業

58％

73％

窓リフォーム昨年
【当社実績82件】

これって

実際のお支払：274,600円

【一般住宅の全窓に内窓設置の金額例（税込）】
1,841,950円（LIXILインプラスLow-E）内窓定価

1,095,600円取付費込当社価格

窓や補助金の
お問合せは

超お得、
実質75%OFF!!

※（一社）日本建材・住宅設備産業協会/平成11年省エネ基準レベルの断熱性能の住宅の試算例 ※金額例なので、窓の数や大きさで補助額や補助割合は変動します。※施工窓の数が多いほどお得さは増す傾向にあります。

二本松市渋川
字二本柳33-1

そこで、高断熱な
窓に変えて光熱
費をグッと削減
しましょう！

補助金：821,000円

 注目ポイントは価格 !!
※

※
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　「社会福祉のためにお役立てください」と、次の皆さまから心
温まるご寄付をお寄せいただきました。
　ご趣旨に沿って有効に活用させていただきます。

令和6年１月１日～令和6年２月２9日
　　（故）大内　キヨ　様（渋川字桑原）

　　（故）武藤サトミ　様（油井字中北）

　　　菊地　　昇　様（東新殿字海谷）

　　　高柳ヒロ子　様（木幡字田ノ入）

　　（故）渡辺美智子　様（小浜字反町）

　　（故）武藤　滋子　様（木幡字塩ノ沢）

　　（故）高島　　昭　様（塩沢町）

　　（故）菅沢　伝良　様（油井字証拠屋敷）

　　（故）大内　敦夫　様（亀谷）

　　　大内　三郎　様（宮本）

個人

株式会社本多組従業員一同 様（西勝田字七合畑35）

株式会社ダイナム 様（須賀川市古河）

妙法山蓮華寺護持会 様（亀谷）

一般財団法人福島民報教育福祉事業団 様（福島市太田町）

智恵子の森２・３区ソフトボール合同チーム 様（智恵子の森）

東禅寺　佐藤　智宏 様（小浜字新町）

あだち地域農業振興協議会 様（本宮市）

二本松市立安達中学校 様（油井字田向）

（その他、匿名2名）

団体

作：三浦清英（岩代）

妙法山蓮華寺護持会 様 株式会社ダイナム 様

あだち地域農業振興協議会 様 二本松市立安達中学校 様

　   　7

No.No.126126



INFORMATION ～インフォメーション～

この事業は、市民の皆様からお寄せいただいた寄付金や赤い羽根共同募金が活用されています。

令和６年度 ボランティア・市民活動助成金のご案内

助成対象

　二本松市における市民活動団体やボランティアグループ、自治会の組織で、地域福祉活動や福祉的課題解
決に取り組む団体又はグループの支援を目的に助成事業を行います。

二本松市において、公益のために福祉活動を行う活動団体等で、二本松市社会福祉協議会の活動や共同募金
の趣旨について理解・共感し、この活動に自ら積極的に活動・推進する団体を対象とします。
　　（例）自治会組織、ボランティアグループ、地区社協、福祉団体、当事者的組織等

問合せ・申込窓口
①二本松市社会福祉協議会　本所（市役所安達支所内）　　　　　　 TEL：23-7867　
②二本松市社会福祉協議会　岩代支所（岩代地域福祉センター内）　 TEL：65-2003
③二本松市社会福祉協議会　東和支所（市役所東和支所内）　　　　 TEL：66-2522

助成金額 １つの活動団体等につき5万円を上限とします。 受付期間 令和６年４月２４日（水）～５月２４日（金）

助成対象活動
二本松市内で令和６年度に実施する以下の活動を対象とします。

①高齢者の暮らしを支えるための事業
（例）見守り・訪問、健康づくり活動、生きがいづくり活動、配食サービス、認知症カフェ等

②障がい者の暮らしを支えるための事業
（例）見守り・訪問、仲間づくりや交流する場づくり、外出支援、社会参加支援、就労支援等

③子育て・子供の成長を支援し、応援するための事業
（例）親や子ども同士が交流できる場づくり
　　（子育てサロン、育児サークル、子ども食堂、絵本の読み聞かせの開催等）、学習支援、見守り隊の活動等

④生活困窮者を支援するための事業
（例）子ども食堂・大人食堂の運営、食料等支援、居場所づくり活動等

⑤その他、地域の福祉的課題を解決するための事業
（例）多世代交流活動、婚活の場づくり、防災マップの作成、除雪支援、福祉研修会等

令和6年度
ボランティア活動保険のご案内
ボランティア活動保険は、活動中に起こったケガや

活動のための往復途上のケガ、他人の身体・財物に
損害を与えた時に補償される保険です。

令和6年４月１日～令和7年３月３１日補償期間

基本プラン 天災･地震
補償プラン年間保険料

350円(税込) 500円(税込)

ボランティアセンターでは、使用済み切手を収集しています。
使用済み切手は、日本キリスト教海外医療協会（JOCS）に
送られ、アジアやアフリカの国々で、地域で働く保健医療従
事者を奨学金によって支援することに役立てられています。

・切手を台紙からはがす必要はありません
・封筒の裏側の紙は切り取ってください
・メータースタンプシールは集めていません

二本松市社会福祉協議会
本所・岩代支所・東和支所まで

使用済み切手を受付しています！

まわりをおよそ1cm
ぐらい残して切り取る

注意点

受付場所

福祉用具・住宅改修のことなら
おまかせください!!

〒960-0112 福島市南矢野目字鼓原18-8
☎024-552-1031

☆営業時間 9：00～18：00（日・祝休み）☆
高気圧酸素ルームも絶賛営業中!! ☆★☆一人ひとりに合ったお仕事探しをサポートします☆★☆

ー高齢者の身元保証・生活支援事業新設ー
日常生活からもしもの時まで

高齢者の「家族の代わり」としてサポートします！
身元保証支援／生活支援／もしもの時の支援・葬送支援

お気軽に
お問合せ
下さい

日本福祉サービス株式会社
福島身元保証支援センター「信愛の会」
TEL 0243-24-6071
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